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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マイクロサージャリーの進歩は切断肢の再接着を容易にしたが,筋肉組織は6時間以上の血行遮断で回
復不可能に隠る｡この時間的制約を延長させるためトレハロース含有Euro-Colins液の有用性を検討し
た｡
ウイスター系ラット239匹を用い,薄筋の栄養血管を温存して採取し, トレハロース含有Euro-Colins
液 (T群)とEuro-Colins液 (G群)で6-96時間保存した後,保存筋弁を同一ラットの対側大腿動静
脈に吻合移植した｡両群を各保存時間の直後と再潅流 1週間後に,ATP,ADP,AMP,とCP,含量測
定,またHE,PAS染色及び電顕による組織学的観察,加えて,1週間後の栄養血管開存率を観察した｡
いずれの指標においてもT群が高値を示し,PAS反応も,それを裏づけ,光顕,電顕の形態学的所見も
T群が良好であった｡栄養血管開存率も48時間保存でT群がG群より有意差をもって高値であった｡G
群が48時間保存ではすべて壊死したのに対し,T群は電顕上微細構造の変化を認めたのみで,70%の移
植生着率が得られた｡
以上の研究は阻血下筋組織の生存限界時間延長に貢献し,再接着肢の機能回復-の有効な手段として寄
与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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